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送り先…〒630-8315  奈良市中辻町 1-1-103  ならまち通信社「被災地を支援する奈良の会」
被災地を支援する奈良の会…http://narapress.jp/311/  代表：松永洋介　発起人：寮美千子・森田さくら・大八木恵子
電話…070-5024-9428　メール…info@narapress.jp   （市民有志の集まりで、特定の宗教・政党とは無関係です）

※奈良県外の方・未成年の方のご署名も歓迎です。　※ボールペン・サインペンをご使用ください。鉛筆不可。
※記入いただいた氏名・住所は、請願書提出以外に使用することは一切ありません。
※一列の欄にお一人ずつご記入ください。住所が同じでも「〃」は無効。　※とりまとめの時期は5月中を目標。

「大屋根・渡り廊下」建設費3億3千万円を被災地支援費に振り替え、
奈良の建設業者を復興工事のため派遣することを求める請願署名
奈良県知事殿

請願の趣旨
　奈良県では、近鉄奈良駅前行基広場のガラスの大屋根建設（予算1億7000万円）と、新公会堂・シルク
ロード交流館を結ぶ130メートルの渡り廊下建設（予算1億6000万円）が決定されました。
　すでに県議会で大屋根の基本設計費と渡り廊下の建築費が可決され、平成23年度予算として計上され
ています（大屋根基本設計費2500万円・渡り廊下建築費1億6000万円）。
　しかし、東日本大震災の被災地で多くの方が家もなく震えている今このとき、奈良に、ガラスの大屋
根と、歩けば２分ですむ所の渡り廊下が必要でしょうか？
　これら不要不急の建設費3億3000万円を、被災地の復興支援費に振り替えましょう。
　奈良の建設業者を被災地に派遣して、3億3000万円分の復興工事をしてもらいましょう。使われる税
金は奈良県民に還元され、しかも震災からの復興に貢献できます！
　広場にたたずむ行基さんのお心にも沿う計画。実現すれば、奈良県民の新たな誇りとなるでしょう。

請願項目

（1） 近鉄奈良駅前行基広場の大屋根と、新公会堂・シルクロード交流館を結ぶ渡り廊下の建設を

中止し、その予算合計3億3000万円を東日本大震災被災地の復興目的に振り替える。

（2） 奈良県内の建設業者から希望者を募って被災地に派遣し、3億3000万円分の復興工事を行う。

（3） なぜ行基広場に屋根がないのか、震災時の奈良県民の行動として記憶するため、（1）・（2）

の経緯を記した碑を行基広場に設置する。


